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東芝グループ
電話対応コンクールにおいて、
最優秀賞と優秀賞をダブル受賞！

　2010年３月４日、東芝CS推進部主催による「2009年
度電話対応コンクール」において、当社サービス情報
センターのメンバー２名が、最優秀賞と優秀賞を受賞しま
した。
　このコンクールは東芝グループ全体の顧客満足向
上を推進するために設置されたCS委員会ワーキング
の１つ「コールセンター強化ワーキング」の活動で、一
昨年から実施されています。
　当社サービス情報センターはこの結果に甘んじるこ
となく、東芝エレベータのお客さま窓口として、今後も
お客さま応対品質向上に注力し、最優秀賞、優秀賞に
恥じない電話対応を心がけてまいります。

油圧式エレベーターのリニューアル・環境保全

　油圧式エレベーターは上部に機械室が無く昇降路の高さが比較的低く出来るといった面でマンションを中心に
高さ制限のあるビルや中低層ビルに採用されています。この油圧式エレベーターのリニューアル機種として、機械室
が不要であるという特徴を生かし当社が業界の先駆けとして製品化したマシンルームレスエレベーターSPACELを
採用いたしました。このマシンルームレスエレベーターを油圧式エレベーターのリニューアル機種に採用することによ
り、省エネルギーや有害物質への対応が可能となりました。



建築基準法施行令の一部改正に対応しました

　平成17年７月の千葉県北西部を震源とする地震で
のエレベーター閉じ込め事故や、平成18年６月の港区
でのエレベーター戸開走行事故等を受け、平成20年９
月19日に改正建築基準法施行令（以後、新法と記載）
が公布され、弊社としましては、新法を取り込み、いち
早く安全性・安心感を向上させた製品をお奨めできる
よう、『New SPACEL-EX』の発売をいたしました。

業界初「抗菌ボタン」を採用

　使う人の気持ちを第一に考え、抗菌ボタン、抗菌かご
内樹脂製操作盤を採用しました。

Kindmoverのご紹介
　エスカレーターについても「kind（親切な、優しい）」
を主要コンセプトとして、一般にご利用される方をはじ
め、管理される方や建物を設計される方など、エスカレ
ーターに携わるすべての方に優しく、扱いやすい製品
の開発を進め、「Kindmover（カインドムーバー）」を
商品化いたしました。 このエスカレーターには、足元を
明るく照らす「スカートガード照明」やエスカレーター
の運転方向等をお知らせする運転モニター「ESNAVI
（エスナビ）」、デッキボードとスカートガードの間を留
めるビスの露出部分をなくし、衣服等の引っ掛かりトラ
ブルを未然に防ぐ「スマートデッキ構造」など、ユニバ
ーサルデザインを積極的に採用した独自のサポート機
能を８種類ラインアップしました。

　昇降機事業を通して社会貢献を目指す当社は、
共に地球に生きる企業市民として、国際社会に
通用する企業として21世紀社会の発展に力強く
貢献していきたいと考えています。
　ここでは、東芝エレベータの製品／サービスや
各種活動を通した社会性報告をご紹介します。

ユニバーサルデザインの推進

　エレベーターは、オフィスビルやマンションをはじめ
公共性の高い駅やデパート等における移動手段の一
つとして、誰もが安心して利用できることが大切です。
　東芝のエレベーターは、車いすをご利用の方、視覚
障がい・聴覚障がいの方々に対しても無理なく、ご利
用いただけるように、車いす専用かご操作盤、点字プレ
ート、音声ガイダンス等の機能をお客さまのご要望に
より取り付けています。また、エレベーターを開発する
段階から、たくさんのお客さまのご意見を取り入れ、誰
にでも使いやすいエレベーターを目指しています。

カラーユニバーサル認定を取得※

  「液晶インジケータ」に映し出される画面は、色覚の
個人差に左右されることなく、多くの方に見やすいよ
うに配慮しました。
　NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構により
カラーユニバーサルデザイン認定を取得しました。

のご紹介

※カラーユニバーサルデザイ
ン認定とは
　色覚の個人差を問わずで
きるだけ多くの方に見やす
いようカラーユニバーサル
デザインに配慮して作られ
ていると、NPO法人CUDO
（http://cudo.jp）によって
認められました。 ESNAVI（エスナビ）

※表示灯色については、白内障の方でお見やすく、加齢による色の見え方に
　影響の少ないオレンジ色にしました。

SIAAマークは、ISO22196法によ
り評価された結果に基づき、抗菌
製品技術協議会ガイドラインで品
質管理・情報公開された製品に表
示されています。

■かご室内抗菌ボタン

抗菌ボタン枠

抗菌樹脂製かご操作盤

抗菌ボタン
黒字に明るい文字色
細い凸文字表示
オレンジ色※の点灯色
（通常時は白色）

人と東芝エレベータ
6

お客様へ－品質向上と安全性の確保

人
と
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

世界初のエレベーター磁気サスペンション
「MagSus」を開発

　高速エレベーター分野の乗り心地を向上させる
ため、世界初となるエレベーター磁気サスペンショ
ン「MagSus」を開発しました。
　この技術は、永久磁石と電磁石で構成された複
合形磁石ユニットにより、エレベーターのかごとガ
イドレールを接触させることなくエレベーターを走
行させるため、レールの加工精度や据付状態に影
響を受けないことから、従来のシステムよりも乗り
心地を向上させ、快適な走行が可能となります。

安全伝承塾の受講風景

安全の取り組み（安全伝承塾の開設）

　労働災害の発生は、被災者やその家族はもとよりお
客さまにも多大な迷惑を掛けることとなります。当社
は「労働災害の撲滅」、「安全作業の徹底」を実現する
ために、「危ない！」を肌で体感し危険予知能力を向上
させ安全基本行動の徹底をはかるべく、「安全伝承
塾」を開設し「危険」を体感させる教育を導入していま
す。教育受講対象者は、当社および関係会社、ビジネ
スパートナーを含む据付・調整や保守・整備などの
エンジニアで、若年層向けの安全衛生教育だけではな
く、10年、15年という節目で行う研修教育にも積極的
に活用しています。また、更に09年度から移動型の「安
全伝承塾」も開設し、遠
隔地のエンジニアがより
参加しやすくなりました。
当社は、「安全伝承塾」を
はじめとした様々な安全
に対する取り組みにより、
完全無災害を目指してい
きます。

労働安全衛生マネジメントシステム規格
「OHSAS18001」認証の継続

　2007年９月、労働安全衛生マネジメントシステム規
格「OHSAS18001」認証を取得。リスクアセスメント
による設備改善で危険有害リスクを低減すると共に、
ヒューマンファクター的な視点から安全最優先の風土
作りを目的に「MUST運動」を展開し、安全・安心の
明るい職場環境の釀成に努めています。

「未来エレベーターコンテスト2009」を開催

　近い将来である2030年、日本では人口の３割を65
歳以上の高齢者が占める社会となっています。
　グローバル規模で見ても高齢化社会が進展してい
る世の中では、エレベーターやエスカレーターはどのよ
うに利用されるのでしょうか。
　昨年度、指定校コンペ形式で行ったコンテストを、
大学生を中心とした学生の皆様を対象とした一般公
募に拡大し、都市や建築のあり方を変える、斬新で実
現可能性のある2030年のエレベーター・エスカレー
ターのアイデアを考えていただきました。

本社にて献血活動 収集した切手やプリペイドカード等

募金・収集・献血活動

　社会貢献活動の促進・強化を図るため、使用済み
切手・使用済みプリペイドカード・ベルマーク・ペッ
トボトルキャップ・プルタブ・割り箸・メータースタ
ンプ・書き損じはがき等を収集。発展途上国の福祉
向上や生活改善に役立てられています。また、各事業
場において多数の従業員が献血活動にも参加してい
ます。
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MagSus（マグサス）



2008年「エレベーターの日（11月10日）」
安全利用促進キャンペーンを実施

　当社はエレベーター・エスカレーターの正しい乗り
かたについて、これまでも昇降機安全キャンペーンを
開催し、安全な利用方法を呼びかけていますが、一層
の安全啓発を図るため、エレベーターの日にちなんで、
安全利用促進キャンペーンを展開し、当社社外向けホ
ームページに「正しい乗りかたの映像および図解で紹
介するページ」を新たに掲載しました。また、親子でエ
レベーター・エスカレーターの正しい乗りかたについ
て学んでいただくため、株式会社小学館めばえ編集部
の協力をいただき、幼児学習雑誌「めばえ」２月号の付
録DVDに、教育用DVDの映像抜粋版を収録しました。

エスカレーターの正しい乗りかたの
啓発ポスターを配布

体感・体験型の営業支援ツール
キャラバンカーで地震時管制運転

　流通店舗・駅等には多くのエスカレーターが設置さ
れていますが、誤った使い方やいたずらによって、ご利
用の方が、思わぬケガをしてしまうという事故が残念
ながら発生しています。
　当社は、わたくしたちの生活に身近なエスカレーター
を、より一層安全にご利用いただくために、エスカレー
ターの正しい乗りかたの啓発ポスターを作成し、ご希
望のお客さまへ配布しました。

　エレベーター実機を搭載した体感型移動式ショー
ルーム「キャラバンカー（４ｔトラックを特殊改造）」を
業界初で製作し、リニューアル前後の体感のほか、地
震・停電等に対する安全・安心・快適の体感を通じ
て、マンション等の暮らしにおけるエレベーターの重要
性をアピールしてきました。2009年４月には、同年９
月28日に施行された改正建築基準法施行令に対応す
るエレベーターの新安全装置を利用者の皆さまにわ
かりやすくご理解いただくため、業界で初めて同装置
の体感シミュレーションを製作しキャラバンカーに搭
載しマンションや集合住宅等への全国訪問で活用して
います。
　2005年10月の運用開始以来、約230回出動し、の
べ１万５千人のお客さまに見て、触って、体感いただき
ました。体感いただいたお客さまからは、「わかりやす
い」と好評いただいています。

昇降機安全キャンペーンを開催

　エレベーター・エスカレーターは、交通機関や商業
施設、集合住宅などに普及し、日常生活には欠かせな
い縦の交通手段となっています。しかしながら、便利な
乗り物である一方、利用者の誤った使い方やいたずら
によって、故障や事故に繋がる事態も発生しています。
また、当社の調査によると昇降機に関わる事故は年少
者に集中しているという結果も出ており、その原因も
子供の一人乗りや保護者の不注意による傾向が顕著
であります。そこで当社では、1980年より小学生や幼
稚園児を対象に「昇降機安全キャンペーン」を全国的
に毎年開催し、絵本や映像でわかりやすく正しい乗り
方を伝えています。2009年度は40回延べ3,760人の
方々にご参加いただきました。

キャンペーンの様子

キャラバンカー内装概観

人と東芝エレベータ
8

地域社会への責任・奉仕

人
と
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

総合的な地震対策

　東芝エレベータでは昇降機を安全で快適に維持運
行させるため、専門技術者によるメンテナンスとあわせ
て、遠隔技術を駆使し24時間365日絶え間なく遠隔
で監視するとともに、遠隔点検および診断を行うこと
で予防保全を実施しています。さらに最新技術をいち
早くメンテナンスに取り入れ、変化するお客さまのご要
望にお応えするコンテンツの追加・拡充を図り、最新
のメンテナンスサービスを提供します。
　また、携帯電話を活用した保守支援システムによ
り、万が一の故障発生時や大規模地震が発生した際
に迅速な復旧ができる体制を構築し、定期的に訓練を
実施しています。

近隣児童を受け入れての工場見学

　府中工場、上野原事業所では、近隣にある小学校の
児童を受け入れて工場見学を実施しています。工場見
学では、エレベーターをわかりやすく理解してもらうた
め、仕組みと構造の説明を行ったうえで、製造や出荷
の様子などを見学いただいています。

地域の中学生にスクールバスを提供

　上野原事業所（山梨県・上野原市）では、当社従業
員の送迎に使用しているバスを地域の中学生のスクー
ルバスとして提供しています。

送迎中のバス

人材開発センター

サービス情報センター

ビルオーナー向けミニシネママンションの理事長向けミニシネマ
障がい者の避難場所として提供

　震災などの有事の際には、人材開発センター（神奈
川県・横浜市）を障がい者の臨時避難場所として提
供することを横浜市と締結しています。

体感・体験型の営業支援ツール
リニューアルミニシネマ

　リニューアル工事検討過程のドラマ性に着目し、リニ
ューアル工事の仕様決定、予算組みから工事着手まで
のプロセスを疑似体験できるマンションの理事長向け
のミニシネマ「理事長スズキ氏の管理組合日記」を業
界初で製作し、2007年10月に無料配布を開始しご覧
いただいたお客さまから好評を得ています。さらに、個
人オーナーやテナントビルオーナー向けにミニシネマ
第二弾「ビル物語 Memory of my father」を追加製作
し、前作同様に無料配布を2009年４月より開始しま
した。
　同社のホームページ経由でも数百名以上のお客さ
まから応募をいただき好評を得ています。

中国で小学校を建設

　中国東芝グループは、経済的支援を必要とする子供
たちに教育の場を提供するプロジェクトを2001年か
らサポートし、「希望小学校」を建設しています。当社に
おいても2004年10月、関係会社の東芝エレベータ瀋
陽社とともに中国の瀋陽市に20万元を寄付し、希望
小学校を建設しました。開校後も生徒を工場見学に招
待するなど継続的な支援を行っています。
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◆環境経営の推進
1．環境への取り組みを、経営の最重要課題の一つとして位置づけ、
「東芝エレベータグループ環境ビジョン2015」に基づいた「東芝
エレベータグループ環境ボランタリープラン」の策定により、社
会、経済と調和させた環境活動を推進します。

2．当社が行う事業活動、製品・サービスに関わる環境側面に関する
法令、協定及び当社が同意した業界等の指針等を遵守し、かつ当
社の自主基準を制定し、コンプライアンスを第一とします。

3．昇降機の開発・設計・製造・販売・据付・保守・改修・リニュ
－アル及びビル総合管理事業の活動が環境に与える影響を常に
的確に捉え、生物多様性を含む環境への影響を評価し、技術的・
経済的に可能な範囲で環境目的・目標を定め、更に定期的に見直
しを行い、環境マネジメントシステムの継続的な改善及び環境負
荷の低減、汚染の防止を推進します。

4．監査の実施や活動のレビューにより環境経営の継続的な改善を
図ります。

5．環境に関する教育及び広報活動を実施し、東芝エレベータグルー
プの社員と家族及び地域住民へ環境活動の理解と意識向上を図
ります。

6．グローバル企業として、国内外の関係会社、ビジネスパートナー
会社に対して指導、支援を行い、東芝エレベータグループ一体と
なった環境活動を推進します。

　
◆環境調和型製品・サービスの提供と事業活動での環境負荷
低減

１．製品のライフサイクル（開発・設計～回収・廃棄）の全ての段階で環
境配慮を行い、環境負荷の低減に寄与する環境調和型製品・サービ
スを提供します。（環境効率の向上）

    ① 東芝エレベータグループの環境効率の向上
    ② Ｅｘｃｅｌｌｅｎｔ ＥＣＰの提供
    ③ 特定化学物質（東芝グリーン調達ガイド指定１５物質）の全廃
    ④ エコプロダクツ（省エネ・省資源の製品・サービス）によるＣＯ２削減
２．地球資源の有限性を認識し、地球温暖化の防止、資源の有効活用、化
学物質の管理など、全ての事業プロセスにおいて循環型企業へ転換す
るために、積極的な環境施策を展開します。（事業プロセスの革新）

    ① エネルギー起源及び物流に伴うＣＯ２排出量の削減
    ② 廃棄物総発生量の抑制及び事業所毎の廃棄物ゼロエミッションの
　 達成

    ③ 水受入量（生活・工程用水）の削減
    ④ 大気・水域への規制化学物質総排出量の削減
　
◆地球内企業として
１．建物の縦の交通機関として重要な役割を担う昇降機を通じて、環境に
やさしい事業活動、製品、サービスの開発と提供、及び地域・社会との
協調連帯により、環境活動を通じて社会的責任を果たすとともに、社会
に貢献します。

２．相互理解の促進のために、利害関係者に対して正確な環境情報の開
示と積極的なコミュニケーションを行います。

環境経営体制図

環境経営マネジメント

環境経営 環境基本方針

　「東芝グループ環境基本方針」に基づいた環境方針
を制定し、周知開示するとともにその方針に整合した
継続的な環境マネジメントシステム活動を推進してい
ます。環境基本方針は、社会環境及び経営変化等に
より定期的にレビューし改定しています。

　東芝エレベ－タ株式会社は、東芝グループ環境
基本方針である「“かけがえのない地球環境”を、
健全な状態で次世代に引き継いでいくことは、現
存する人間の基本的責務」との認識に立って、「緑
の地球を自分たちで守ろう」をスローガンとして、東
芝グループ環境ビジョンのもと、豊かな価値の創造
と地球との共生を図ります。低炭素社会、循環型
社会、自然共生社会を目指した環境活動により、持
続可能な社会をつくることを東芝エレベータグルー
プ全社員が一丸となり誠意を持って実行します。　

環　境　基　本　方　針

環 境 経 営 体 制 図

任命・指名ライン

指導・支援ライン

職制ライン

審議・決定ライン

環境経営責任者
（代表取締役社長）

環境推進責任者

地球環境会議

環境推進副責任者

環境主任監査員
環境監査員

安全環境センター
環境担当

環境保全幹事会

ECP&グリーン
調達推進委員会

各ワーキング
グループ

事業系推進
委員会

各ワーキング
グループ

本社　　10支社　　3事業所

［事業所・工場・支社］環境保全推進委員会

支　　店

部・課・グループ営　業　所

サービスステーション

社　　　員

関
係
会
社

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社

この環境基本方針は、関係会社及びビジネスパートナー会社の社員を
含む全従業員に周知するとともに一般の方にも公表します

代表取締役社長

2010年6月28日
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環境会計

　東芝エレベータグループは、環境経営に関わるコストとその効果を定量的に把握し、企業活動の指針として活用す
るために、環境会計を導入しています。算出基準は環境省の「環境会計ガイドライン（2009年度版）」に準拠し、効果
の算出については環境負荷提言効果を金額ベースで算出しています。

－41.7 1.8
総　計

－308.9 1
　　　　　　■実質効果■

電気量や廃棄物処理費用等の前
年度に対して節減できた金額と
有価売却益の合計　

　　　　　　■みなし効果■

大気・水域・土壌などへの環境
負荷の削減量をカドミウム公害
の賠償費用を乗じて金額換算し
たもの

　　　　　　■顧客効果■

製品使用時の環境負荷低減金額
など

　　　　■リスク回避効果■

土壌地下汚染防止を目的とした
設備の受皿設置など、将来起き
る可能性のあるリスクを回避す
る効果

投 資 額
0.4

総　   計
259.6

当期費用
259.2

（単位：百万円）

実質的経済効果 みなし効果 顧客効果 リスク回避効果

エネルギー・水・廃棄物削
減効果

・エネルギー・廃棄物、水の削
　減効果

・環境測定による改善 ・代表機種にて消費電力削減効
　果を算出

・汚染防止のためのリスク回避

環
境
保
全
コ
ス
ト

公害防止 地球環境保全 資源循環

事業所エリアコスト

管理活動コスト 研究開発コスト 社会活動コスト

上下流コスト

環境損傷対応コスト

投資・費用

大気・騒音等の汚染防止

環境教育・会議・監査

・大気汚染
　騒音防止
・施設維持

・環境委員会活動
・内外監査対応
・EMS支援システム導入等

・設備投資
・環境調和型製品開発等

・緑の羽募金活動
・事業祖周辺清掃

・なし

・屋根断熱修理
　点検整備等

投資 0.4

投資 0

費用 8.6 投資 0 費用 23.5 投資 0 費用 145 投資 0 費用 34

費用 36 投資 0 費用 9 投資 0 費用 1.2 投資 0 費用 0.4

・廃棄物管理委託費
・産廃処理費

・RoHS対応活動費
・グリーン設計対応
・グリーン調達システム開発・改善等

温暖化防止省エネルギー

環境保全に関する研究開発 地域環境活動の支援・情報公開 環境保全に関わる補助金・訴訟

廃棄物処理・リサイクル
グリーン購入・廃製品等汚染防止

◆投資額：環境保全効果
　が将来までおよぶまた
　は将来に向けての投資

◆当期費用：環境保全効
　果が当期のみのもので、
　投資以外の支出

環
境
保
全
効
果

水質・大気の環境負荷量の
削減効果

製品の環境配慮効果 汚染防止投資によるリスク
回避効果

外部更新審査（ISO14001)

　外部審査機構であ
るJACO（日本環境認
証機構）のより、当社
が認証を得ている
ISO14001の適用状
況について１回／年の
頻度で審査を実施し
ています。この審査は、「認証（更新）審査」→「１年次サ
ーベランス」→「２年次サーベイランス」の３年間１サイ
クルで行われます。
　2009年度は「２年次サーベイランス」を受審しまし
た。2009年７月29 ～３日間にわたって実施され、規
格の要件に適合していると判断され、「維持」の総合評
価を得ることができました。

環境監査

　東芝エレベータは、東芝グループで実施している「東
芝総合環境監査システム※（EASTER）」による監査
及び外部の認証機関（（株）日本環境認証機構）による
ISO14001審査を定期的に受け、環境保全活動のレ
ベルアップを図っています。これらの監査結果に基づ
いて迅速な改善を行うことはもとより、社内での内部
監査や環境巡視を自主的に行うことによって、環境保

東芝総合環境監査システム（EASTER）

　東芝エレベータグループは、東芝グループの一員とし
て東芝が独自に構築した評価システム「東芝総合環境
監査システム（EASTER）」による監査を定期的に実施
しています。2009年度は、国内製造拠点２箇所、海外
製造拠点２箇所の計４箇所の監査を実施しました。現
場中心の監査を実施することで、予防保全の考え方が
浸透し、事故や法基準違反の予防に結びついています。

全レベルを高レベルに維持しています。EASTER監査
対象拠点において、海外現地法人の審査の拡大を推
進しました。
※（Environmental Audit System in Toshiba on basis of Eco Responsibility）

ＩＳＯ１４００１  ２年次サーベイランス環境監査

東芝総合環境監査現場監査の様子

環境システム監査の様子
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中期環境戦略

環境目的・目標：
　東芝エレベータは、2005年度に策定された東芝グループの環境自主行動基準「第４次ボランタリープラン（目標
達成年度：2012年度）」をベースに、具体的な自主目標を設定し、目標達成に向け取り組みを進めています。2009
年度の成果は全て目標を達成することが出来ました。
　下表に2009年度の環境目的、同目標の達成状況を示します。

東芝エレベータグループ
環境ボランタリープラン
（環境目的）

研究開発
設計

調　達 製　造 営　業 お客さまのご使用
回収

リサイクル
物　流 据付・調整 保守・ビルサービス 改修・リニューアル

つくるつくる つかうつかう いかす・かえすいかす・かえす

製品環境効率の向上
製品のライフサイクルを考慮した製品環境効率の向上を目指します。

製品環境効率 ＝ 製品の価値
製品の環境影響

持続可能な社会の構築に向け、優れた「環
境調和型製品」を開発し、提供することが
最も重要なことだと考えます。
これまでの環境調和型製品の基準を見直し、
その基準をもとに新たな目標を設定しまし
た。

「製品別環境自主基準」を満たしているも
ののうち、非常に高い製品値と環境性能を
併せ持つ製品を「Excellent ECP」として
継続的に創出していきます。

環境調和型製品の基準の中に含まれますが、
特に製品に含有する化学物質の削減につい
て、目標を設定しました。規制により取り組
まなければならない対象からさらに拡大し
た活動を推進します。
対象１５物質群
ビス（トリブチルすず）＝オキシド（ＴＢＴＯ）、
トリブチルすず類（ＴＢＴ類）・トリフェニル
すず類（ＴＰＴ類）、ポリ塩化ビフェニル類（Ｐ
ＣＰ類）、ポリ塩化ナフタレン（塩素数が３
以上）、短鎖型塩化パラフィン、アスベスト類、
アゾ染料・顔料、オゾン層破壊物質、放射
性物質、カドミウム及びその化合物、六価
クロム化合物、鉛及びその化合物、水銀及
びその化合物、ポリ臭素ビフェニル類（ＰＢ
Ｂ類）、ポリ臭素化ジフェニルエーテル類（Ｐ
ＢＤＥ類）

地球温暖化防止としての取り組み強化とし
て、エコプロダクツによるCO2 削減の具体
的な数値目標を設定しました。

環境調和型製品（新基準）の売上高比率 創出件数 製品に含まれる特定１５物質群 製品のライフサイクルにおけるCO2排出の
削減量

２００１年度を基準に、ファクター（環境効率の改善度）を２０１２年度に３．３にします。

指  

標

2
0
1
2
年
度
目
標

事業プロセスの革新 事業プロセス全体で、「地球温暖化の防止」、「資源の有効活用」、「化学物質の管理」に取り組み、
事業プロセスの環境効率向上を目指します。

化学物質は現代の社会
生活になくてはならな
い有用なものですが、
使用にあたっては、適
切な管理と削減への取
り組みが必要です。
プロセスの変更、物質
代替、回収除去などの
これまでの取り組みを
軸に、管理・削減対象
物質の拡大、グローバ
ルでの展開を図り、将
来の化学物質ゼロエミ
ッション実現を目指し
ます。

水も大切な資源です。
製造工程の改善や無駄
の排除で水の使用量の
削減に努めます。
＊２００６年度基準

廃製品となってからも
リユース・リサイクル
で循環型社会の構築に
取り組み、グローバル
展開を図る中で再資源
化量の拡大に努めます。

徹底した解体と分別廃
棄を基本に、国内・海
外の地域特性に応じた
分別・処理を行なうこ
とにより、廃棄物最終
処分量の削減に取り組
みます。

資源の有効活用のため、
リデュース・リユース
の両面から効率の良い
ものづくりやサービス
の提供を目指し、廃棄
物発生の抑制に努めま
す。

管理面の改善、省エネ
ルギー投資の２つの施
策をベストミックスによ
り推進し、工場、事業所、
人材開発センター、オ
フィス等も含めた事業
活動全般でグローバル
に展開します。
国内生産拠点において
も、電機・電子業界の
目標を順守します。

積載効率の改善、低公
害車の導入等による
ＣＯ2 排出量の抑制に
努めます。
モーダルシフトを運輸
事業者と連携して推進
します。
＊２００６年度基準

大気・水域への化学物
質排出量

水使用量（製造拠点）
生産高原単位

廃棄物総発生量再資源
化（RN 工事のリユー
ス+リサイクル率）

国内・海外拠点のゼロ
エミッション

廃棄物総発生量
生産高原単位

エネルギー起源 ( 電力
使用 )CO2 排出量生産
高原単位

物流（化石燃料使用）
CO2 排出量生産高原
単位

－5３.3%－18.0%99.9%全拠点達成+10.8%－60.0% +19.3%

指  

標

2
0
1
2
年
度
目
標※２００１年度基準（一部を除く）

主な自主基準
・消費電力の低減
・再生部品、材料の使用、リサイクル容易化
・長期使用に対する配慮　など

選定基準
・ファクター≧４（社会・インフラ製品の場合）
・環境影響低減のファクター＞１
・業界トップの主要環境性能

9３％ ２ 全廃 ９万ｔ－CO2
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環境調和型製品の提供

廃棄物総発生量
原単位の削減

廃棄物ゼロエミッション
達成拠点

製品リユース
・リサイクル

水受入量生産高
原単位の削減

エネルギー起源
（電力使用）

CO2排出量の削減

物流（化石燃料使用）
に伴うＣＯ2排出量

の削減

規制化学物質
総排出量の削減

＜Excellent ECP＞の創出件数 特定化学物質の全廃 ＜エコプロダクツ＞によるCO2削減効果 

地球温暖化の防止 資源の有効活用 化学物質管理
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エコプロセス

事業活動に伴う環境負荷低減

エネルギー管理

　当社は、エネルギー使用量を拠点別に把握し、その
削減に取り組んでいます。
　特に、全体のエネルギー使用量の60％以上を占め
る府中工場・上野原事業所・姫路事業所の製造拠
点を中心に削減を進めています。
　2009年度は、空調設備のリニューアルや設備管理
方法の改善などきめ細かな施設改善を行い、前年比
3．5％減少しました。

　東芝エレベータグループでは、環境調和型製品を表す一つの指標として、東芝グループ独自の指標である「ファ
クターＴ」を採用しています。
　「ファクターＴ」は『価値ファクター』と『環境影響ファクター』で割った値です。
　『価値ファクター』と『環境影響ファクター』は、それぞれ評価する製品の「価値」および「環境影響」を基準に製
品の「価値」および「環境影響」で割ったものです。「価値ファクター」が大きいほど、「評価する製品」が「基準の製
品」に対して、「製品の価値」が向上していることを示しています。
　『環境影響ファクターの逆数』は大きいほど、「環境影響」を削減できたことを示しています。『価値ファクター』
は、「製品の価値」を表し、製品の機能・性能から評価・算出します。

　『環境影響ファクター』は「製品の環境影響」を表し、製品のライフサイクル、すなわち、原材料の調達から製品
の製造・流通・消費・廃棄など、全ての段階におけるさまざまな環境影響を統合して算出します。なお、環境影
響のファクターの算出には、産業技術総合研究所ライフサイクルアセスメント研究センターがLCAプロジェクト
（経済産業省／NEDO）と連携して開発したLIME（日本版被害算出算定型影響評価方法）を利用しています。
　◆詳しくは、下記ホームページをご覧ください。
　　Http://www.toshiba.co.jp/env/jp/tchanclass/

　環境関連法に該当する物質を「禁止」「削減｣「管理｣
に分けて管理・削減に取り組んでいます。
　PRTR法（※1）対象物質特定化学物質のキシレン、
トルエンなどについては、カラー鋼板の採用を推進し
て塗装工程を可能な限り減らして来ました。
　VOC規制（※2）の対象物質についても、既に東芝エ
レベータグループの環境ボランタリープランに組み込
み、削減に取り込んでいます。
　2009年度は、排出量前年比で12．2％削減しまし
た。今後は除去装置の導入により大気への放出を削減
していく計画です。
※1）特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に

関する法律
※2）大気汚染防止法の一部で揮発性有機化合物（VOC）の排出規制（東

芝エレベータグループにVOC規制の対象となる施設はありません）

廃棄物管理

　資源の有効活用のためにリサイクル利用および有
価売却物を含め
　総排出量削減に取り組んでいます。
　2009年度は、総排出量前年比で6．8％削減し、最
終処分率0．61％でした。
　製造拠点における金属くずが最も多く生産効率の
向上により発生量の抑制を図っていきます。

PRTR法及び揮発性有機化合物（VOC）
規制（※２）への対応
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環境負荷

●東芝エレベータグループのマテリアルフロー（2009年度実績）

 資料・原材料

鉄 ： 71,023ｔ
アルミ ： 2,087ｔ
銅 ： 1,675ｔ
ニッケル ： 701ｔ
その他 ： 4,114ｔ

 水

水道水 ：8.4万ｍ３

 化学物質

取り扱い量：38.6t

 エネルギー

ガソリン・軽油：1,635.5KL

 エネルギー

電　力 ：2,068.3万kwh

 使用済み製品回収量

（処理重量）：2,484.7ｔ

 廃棄物

総発生量 ： 7,341.6ｔ
再資源化量 ： 7,296.7ｔ
最終処分量 ： 44.9ｔ

 水環境の負荷

総排水量 ： 6.7万ｍ３
ＢＯＤ ： 0.9万ｔ
浮遊物質 ： 0.5万ｔ
全窒素 ： 0.8ｔ

 化学物質

排出量 ：22.7ｔ

 温室効果ガス

ガソリン・軽油：3,794.5ｔ－CO2

 温室効果ガス

電　力 ：9,611ｔ－CO2　

 再生品化重量

再資源量 ： 2,481ｔ
再資源化後の廃棄量：3.7ｔ

使  用

回収・リサイクル

物流・販売

製　　造

研究開発・設計

投　入 事業プロセス 排　出

環境と東芝エレベータ
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エレベーター製品での貨物列車で
モーダルシフトの推進

　当社は、これまでトラックによる陸送で対応してきた
エレベーター製品の輸送方法を日本貨物鉄道株式会
社（JR貨物）と東芝物流株式会社との連携により鉄
道へ変更しモーダルシフトを進めます。
　当社は府中工場から東京貨物ターミナル駅にトラッ
クで輸送し、鉄道貨物用の31フィートコンテンナで大
阪倉庫、名古屋倉庫へ輸送します。
　本格的なモーダルシフトを開始し、関西地区、中部
地区の約１／３をモーダルシフトします。これにより年
間で約250ｔのCO２※、率として32％を削減すること
ができ、地球環境保全に大きく寄与します。
　当社では、環境対応型製品として昨年12月に大幅
な消費電力の削減が可能となる油圧エレベーターの
制御リニューアル製品を発売しました。
　油圧式エレベーターを最新型のマシンルームレスエ
レベーターにリニューアルすることで消費電力を最大
70％低減できます。また昨年４月にはエレベーターか
ご内天井にLED照明を一部採用した「NewSPACEL
－EX」を発売しました。LED照明では従来に比べ消
費電力を約85％削減でき、寿命も約20倍となりま
す。また2008年には、保守員の移動手段に東京、神
奈川、関西などの都市部を中心に電動自転車を導入
し、さらに工場の施設・生産工程においても環境保全
への取り組みを行っております。このように当社では
製・販・技・サービスで環境保全を促進しております。
　今後製品輸送のモーダルシフトにより、環境に配慮
した輸送体制の強化をはかり、鉄道輸送の強みを生
かした体制で更なる環境保全の向上を目指します。
※３１フィートコンテンナを使用した場合

物流環境負荷低減への取り組み
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鉄道コンテナ輸送の仕組み
鉄道コンテナ輸送とは幹線部分の鉄道と集荷・配達のトラックによる複合一貫輸送システムです。

工 場 現 地

貨物
ターミナル駅

貨物
ターミナル駅

トラック輸送 トラック輸送鉄　道　輸　送

写真：日本貨物鉄道株式会社（JR貨物）



第19回東芝グループ環境展へ出展

　2010年２月４日～５日まで「エネルギー」と「エコプ
ロダクツ」「エコプロセス」「エコプログラム」「ソリュー
ション」をキーワードに開催された「東芝グループ環境
展」（開催場所：東芝本社ビル）へ出展しました。
　今回の展示は、「かご室をはじめとする既存品を最大
限に活用した制御リニューアル」の展示を紹介しました。
　また、今回の環境展に弊社中国現地法人東芝エレ
ベータ（瀋陽）有限公司は「エコプログラム」において
「中国現法での地域貢献及び環境コミュニケーショ
ン」をテーマに近隣企業及び行政との積極的な環境
交流」や希望小学校への教育用具、図形の寄贈、小・
中学に対する環境教育の実施などの事例を、また、工
場見学など、地域住民との交流などの事例を紹介しま
した。

2010中国　国際電梯展覧会へ出展

　2010年４月21日～24日まで、中国河北省廊房市で
開催された「2010中国国際電梯展示会」に出展しまし
た。また、中国全土一貫した事業統括会社の東芝エレ
ベータ（中国）有限公司による新たな事業体制を紹介
しました。
　中国昇降機市場において、更なる事業拡大を目指
す当社は、世界最高速エレベーターやダブルデッキエ
レベーターに代表される最先端技術や新主力製品
「ELCOSMO」、「NewELBRIGHT」のかご室モックア
ップを出展。

（株）東芝中国社主催の東芝グループ中国現地法人地球環境
会議・環境教育への参加様子

環境月間で行れるポスターで環境の宣伝活動の様子（右例：生物多様性）

環境月間である６月５日（世界環境デー）に不要電池の回収活動の実施様子 展示コーナー

東芝エレベータ中国現法２社の取り組み

　東芝エレベータの中国現地法人２社は、CO２排出
量、廃棄物発生量などの排出抑制を推進した企業活
動を展開しています。また、東芝中国社主催の「東芝グ
ループ環境会議」にも積極的に参加しています。

エコプログラム

環境イベント活動

環境と東芝エレベータ
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展示コーナー前

営業・保守車への取り組み

エコドライブの推進

　全事業所では、エコドライブの推進を行っています。
　「急発進・急加速・急ブレーキの禁止表示による
注意喚起の推進」、「車輌点検により、荷台の不要荷物
を下ろし、空気圧のチェックを推進」、「安全走行･安全
運転の推進」などの環境へ配慮した運転を心がけてい
ます。
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事業所活動

サービスネットワークを生かした
全国的な清掃活動

　2007年度から良き企業市民として自然環境への配
慮を重視するため、全国の拠点にて事務所周辺及び
河川・海浜の清掃活動に参加しています。
　2009年度は全国16支社店・３工場にて延べ59回
（約1,266人参加）の清掃活動を実施しました。
　本社ビル周辺でも毎月１回定期的に清掃活動を実
施しています。

空気圧のチェック

「ラブアースクリーンアップ」に参加するのは４回目となり、清掃場所は
若松区岩屋海岸が恒例になりました。参加者も多く、家族を含めて２５
名で実施しました。清掃後は、ゴミもなくきれいな海岸線の景色が広が
ってました。

本社勤務者のＣＳＲ意識・環境保全意識の共有と高揚を図るため、
2007年１月より毎月１回本社ビル周辺の路上清掃活動を実施するこ
ととしました。社員全員が参加しやすいように、平日の昼休みを利用し
て実施しています。

歩道橋に設置されているエレベーター（２台）ですが、屋外で不特定多
数の人が使用するためか汚れが目立ちます。使用者に気持ちよく利用
してもらうためにも、かご室及び乗場戸の清掃を実施しました。

車両の点検
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製品開発の考え方

◆ 地球温暖化防止
 ・ 天井照明に最新型の照明装置を
  採用、照明装置の寿命は約50,000
  時間となり、従来の8倍以上の
  長寿命。
 ・ LED照明を採用したかご天井
  タイプを追加。
 ・ 高効率巻上機の採用。
　
◆ 環境関連物質削減
 ・ かご床などに、燃やした時に有毒
  ガスの発生しない樹脂を使用。
 ・ ロープ端末処理も鉛を全廃。
　
◆ 資源有効活用 
 ・ 梱包に使用した材料を回収、
  再利用。

New SPACEL-EX

　東芝エレベータは、製品のライフサイクル（＊１）全
体を通じて環境負荷を低減した「環境調和型製品
（ECP）（＊２）」の創出に取り組んでいます。特に、製
品のライフサイクル中で発生する環境負荷の大部分
は、製品の企画・設計段階で決定されるため、製品開
発の上流における取り組みに注力しています。
　今後は、さらに環境負荷の低減に努めるとともに、
ますますお客さまに満足いただける商品の創出に尽力
していきます。　
＊１）製品のライフサイクル：原材料調達、製造、輸送、使用、リサイクル、廃

棄に至るすべての段階
＊２）ECP：Environmentally Conscious Products（環境調和型製品）

（ニュー・スペーセル EX）

エコプロダクツ

環境に配慮した製品開発への取り組み

製品における環境負荷の低減

　省エネルギーや資源の有効活用、有害物質の使用
制限に関する法律などが日本や欧州で相次いで制定
され、地球環境への意識は世界規模で急速に高まりつ
つあります。
　東芝エレベータグループでは、このような社会背景
を踏まえ、いち早く環境経営の推進目標の中に、製品
開発に関する項目を掲げ実行しています。
　2005年度からスタートした第４次環境ボランタリー
プラン（2005年－2012年）では環境調和型製品の創
出や、有害化学物質削減の範囲拡大など、さらに高い
目標を設定しました。
　また、各製品の環境影響は東芝グループ独自のファ
クターTを用いて評価をしています。
　各国の法律に適合することはもちろん、独自の目標
を掲げて製品開発・製造に努めています。

環境と東芝エレベータ
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730kwh油圧用モーター

PMSM用モーター

油圧用モーター

PMSM用モーター 3.7kw

18.5kw
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kwh/月

［ 消 費 電 力 ］

［モーター容量］

例）住宅用9人乗り速度60ｍ/分

　高効率のギヤレス巻上機をインバータ制御する
ロープ式エレベーターにリニューアルすることによ
り、油圧式エレベーターと比べて、電動機容量・消
費電力量を大幅に低減（当社比）しています。
　それにより、二酸化炭素の排出量を抑えること
ができ、環境負荷の低減も可能にします。

高効率ギヤレス巻上機

高効率ギヤレス巻上機

・永久磁石同期電動機（PMSM
モーター）を組み込んだ新開
発の巻上機
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Kindmover
（カインドムーバー）

◆ 地球温暖化防止
 ・ 新開発のコンパクトな巻上機
  を採用。
 ・ 従来型式のモーターの消費
  電力を30％削減。
 ・ LED照明を採用したかご天井
  タイプを追加。
　
◆ 環境関連物質削減
 ・ ロープ端末処理をクサビ式に
  変更。
 ・ ロープ端末処理に使用して
  いた鉛を廃止。
　
◆ 資源有効活用
 ・ 従来の機械室スペースが
  従来比65～70％に削減。

ELCOSMO-V
（エルコスモ -Ｖ）

◆ 地球温暖化防止
 ・ 本体軽量化により
 ・ ５％省エネルギー化を達成。
　
◆ 環境関連物質削減
 ・ 従来機種に比べトラス塗装用シンナーの
  キシレン含有率の低減（６％削減）。
　
◆ 資源有効活用
 ・ 踏段を一体ダイキャストにすることにより、
  従来機種に比べ重量で10％軽量化を達成。
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LED照明の採用

LED照明を採用した機種については、省エ
ネ・長寿命、水銀フリーを実現しました。
DLX-5Bに採用した「LED製ダウンライト」
は、従来のダウンライトと比べ、一灯あたり
85％の省エネルギーになり、寿命もおよそ
20倍となります。（40Ｗ相当のミニクリプト
ン電球を使用したダウンライト照明とLED
ダウンライト照明との比較）



CSRマネジメント

マネジメント
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ＣＳＲ活動基本方針

　東芝エレベータは、利益ある持続的成長を支える
CSR活動を実行することにより、社会から評価・信頼
されるグローバル企業を目指します。
 ・生命、安全、法令順守を最優先し、法令違反、会社
不祥事を根絶します。

 ・社会貢献活動の浸透、定着を加速します。
 ・より良い地球環境の実現に先進的役割を果たしま
す。

 ・積極的な情報発信とコミュニケーションを更に強化
します。

従業員への啓発

　東芝グループでは12月をCSR月間と定めています。
当社もCSRの自己点検を行う機会とするとともに、各
種活動を積極的・集中的に展開することで、従業員一
人ひとりにCSRマインドを想起させ、グループ・グロ
ーバルへCSRの浸透・定着を加速させました。

ＣＳＲ進捗状況の点検

　2007年度下期から、CSR重点テーマを設定し推進
しています。これらの活動は３ヵ月ごとに点検するとと
もに、半年ごとに開催される東芝CSR推進委員会に
進捗状況を報告していきます。

　東芝エレベータは、東芝グループCSR活動方針に則り、
従業員一人ひとりの日常活動にCSRが定着するよう取り組んでいます。

リスク・コンプライアンス

　東芝エレベータは、東芝グループの一員として、
法令・社会規範・倫理を遵守するコンプライア
ンスとリスクマネジメントを一体として推進し、引
き続き、より公正で透明な経営システムの構築を
目指しています。
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2009年度東芝グループCSR活動方針
　
１．すべての事業活動において、生命・安全、コンプライアンス
 を最優先する。
　
２．グループ、グローバルへの浸透・定着を図る。
　
３．地球内企業としてCSR経営を推進する。
  ・環境ビジョン2050を推進し、持続可能な社会の構築
   に貢献
  ・多様性の尊重と各地域で社会に貢献
　
４．ステークホルダーへのアカウンタビリティ（説明責任）を
 強化する。
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従業員教育の徹底

　リスク・コンプライアンス教育を階層別に実施して
います。また、e-learning等で全従業員教育、個別法令
に関する遵法教育等を実施しています。
　独占禁止法に関係するコンプライアンス施策として
「同業他社との接触に関するガイドライン」「外国公務
員等対応ガイドライン」の周知および遵守徹底を図る
ため、教育を実施しています。

受講会場の様子

内部通報制度等の運用

　2004年11月から社内ホームページ上に従業員を対
象とした内部通報制度「リスク相談ホットライン」を開
設しました。従業員から事務局への直接通報により、
社内のリスク・コンプライアンス情報を当該部門が直
接把握し、迅速に対処できるようにしました。
　また、2005年10月からは通報受付窓口に当社顧問
弁護士を加え、制度の充実を図りました。
　さらに2006年４月に施行された公益通報者保護法
に対応するため、2007年１月には取引先からの通報を
受け付ける「クリーン・パートナー・ライン（お取引先
様通報制度）」を社外ホームページ上に開設しておりま
す。

リスク・コンプライアンス体制

技術・生産コンプライアンス委員会

情報セキュリティ委員会

営業コンプライアンス委員会

地球環境会議

災害対策本部

中央安全衛生委員会

中央人権啓発委員会

リスク・コンプライアンス
委員会

総務担当役員
（ＣＲＯ補佐）

ＣＰＬ委員会

社　長
（ＣＲＯ）
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同業他社との接触に関するガイドライン
などの採択

　東芝では、独占禁止法や不正競争防止法の運用が
より厳格化することに対応するため、2008年度に「同
業他社との接触に関するガイドライン」と「外国公務
員等対応ガイドライン」を制定しましたが、当社におい
てもこれを採択し、コンプライアンスの徹底に努めてお
ります。「同業他社との接触に関するガイドライン」は、
独占禁止法違反の判断がより幅広くなる傾向にあり、
また国内外の独禁法当局による罰金の認定が巨額化
しているため、疑義を生じかねない行動そのものを排
除することを目的として導入したものです。また「外国
公務員等対応ガイドライン」は、企業の活動と外国公
務員との適切ではない関係が繰り返し問題として取り
上げられている昨今、外国公務員との接触して贈り物
や会食等を提供する行為について、あらかじめコンプ
ライアンス部門の確認を受け、不正の疑いをかけられ
ないようにする目的で導入されました。今後継続してガ
イドラインの内容を社内に徹底してまいります。



総務部
〒141-0001 東京都品川区北品川6-5-27
TEL：03-5423-3333　FAX：03-5423-3512
URL：http://www.toshiba-elevator.co.jp

報告範囲
・ 報告対象組織
 原則として東芝エレベータグループを対象としています。
 注）本報告書中の「東芝エレベータ」は東芝エレベータ株式会社を意味しています。
・ 報告対象期間
 2009年度（2009年４月１日から2010年３月31日）の活動を中心に、一部それ以前
 のからの取り組みや、直近の活動報告も含んでいます。

免責事項　
・ この報告書には、東芝エレベータの将来についての計画や戦略、業績に関する予想
 および見通しの記述が含まれています。
 これらの記述は、当社が現時点で把握可能な情報から判断した事項および所信に基
 づく見込みです。




